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【平成２３年度 研究進捗評価結果】 

評価 評価基準 
 A+ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 
○ A 当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見込まれる 
 B 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 C 
当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の減額又は研究の中止

が適当である 
（意見等） 
本研究は、知の発達に関わる脳や身体の動的な変化を非侵襲的に調べることで、乳児期初期の認知の

発達機構の解明を通じて知の起源の理解を目指す研究であり、いくつかの重要な進展があり研究は概ね

順調である。 
例えば、従来の非侵襲的手法である NIRS（近赤外分光法）の空間分解能の低さを克服する多チャン

ネル NIRS を開発し、これによって、乳幼児早期の脳内活動の創成に関わる貴重な知見を世界に先駆け

て獲得している。同時に、この技術が乳幼児期の脳機能発達の根源的な構造に迫る有用な技術であるこ

とを世界に発信している。 
研究成果の積極的な公表・普及については、主に国際的トップジャーナルなど学会活動を通じての成

果公表を熱心に行っているが、より広い範囲で研究成果の普及に努めること、また、「力学と論理」につ

いての成果も今後期待したい。 

検証結果   実時間での変化から月例での変化に至るまで様々な時間スケールで大脳皮質ネットワ

ークの動的な変化を精査するという目的に対して、NIRS（近赤外分光法）やfMRIを用い

て、新生児・3か月児・6か月児の睡眠中、音刺激、言語刺激、自発課題など、種々の課題

において計測を行い、多数の学術雑誌での発信を行った。 

しかし、計測結果をまとめて、総体的に、大脳皮質ネットワークの動的特性が明らかに

なったかが示されておらず、当初の目的が明確に達成されたかが測り難いとの意見もあっ

た。1年未満の乳児を対象とするという当初目標に対し、成人における大脳皮質の機能的

ネットワークに関する研究をした意味などを含め、報告書で目標に対しての成果を明らか

にすることが望まれる。 
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